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1日(月) 茅の輪くぐり 大明神 10時～

3日(水) 憲法記念日

4日(木) みどりの日

5日(金) こどもの日

菖蒲湯 ばんぺい湯２階大浴場

7日(日) タマネギ収穫祭

レンガ再生作業 漁業組合前広場

9日(火) 日奈久婦人会総会 ゆめ倉庫

10日(水) 日赤献血 マルショク前

12～14日 国際スリーデーマーチ

13日(土) 日奈久住民自治会総会

14日(日) 母の日 カーネーション風呂

カーネーション祭 ゆめ倉庫

20日(土) 津森小遭難の碑公園除草作業

21日(日) 日奈久小中学校合同運動会

25日(木) 益城町(民生児童委員会)から来訪

住民自治会関係会議等

会場 日奈久コミュニティセンター

12日(金) 市政協力員例会(町内連絡委員会)

19日(金) 広報部会

５月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成29年5月号
（第93号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（3月末現在）
男1262人
女1562人
計2824人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

(

浜

町)

城
下
津
代
美
、
石
原
純
男

(

東

町)

上
野
智
子
、
丸
山
昭
穂

(

中

町)

伊
藤
輝
充
、
古
閑
辰
次

(

上
西
町)

松
本
寛
三

黒 川 自 転 車 店

日奈久浜町５４８ TEL38-0562

販売・出張修理、

どうぞお気軽に

申し付けください

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

、

急
な
用
事
が
生
じ
た
時
、
子
ど
も
を
預

か
っ
て
も
ら
え
る
と
安
心
し
て
用
事
が
済

ま
せ
ら
れ
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人

（
利
用
会
員
）
と
、
援
助
を

行
い
た
い
人
（
提
供
会
員
）

か
ら
な
る
組
織
で
す
。
活
動

を
広
げ
る
た
め
に
、
提
供
会

員
の
加
入
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
提
供
会
員
に
な
る
に
は

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
講

習
会
」
の
受
講
が
必
要
で
す
。
援
助
活
動

は
受
講
後
に
会
員
証
を
公
布
さ
れ
て
か
ら

に
な
り
ま
す
。

〇
講
習
会
の
日
時
な
ど

１
回
目

５
月
18
日
（
木
）

２
回
目

５
月
21
日
（
日
）

と
も
に
太
田
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
旧
太
田
郷
公
民
館
）

３
回
目

５
月
22
日
（
月
）

代
陽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
旧
代
陽
公
民
館
）

３
回
と
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

３
回
の
全
日
程
の
受
講
が
基
本
で
す
。

◆
参
加
料

無
料

◆
顔
写
真
（
2.5×

３
cm
）
２
枚

筆
記
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り

５
月
12
日
（
金
）

〇
申
込
み
・
問
合
せ
先

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
す
く
す
く
内

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
２
階
）

電
話
32-

０
４
０
４

子
ど
も
未
来
課

電
話
33-

８
７
２
１

子
供
の
送
迎
や
預
か
り
な
ど
を
行
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

受
講
者
を
募
集

市
こ
ど
も
未
来
課

(

中
西
町)

今
井
カ
ツ
子

(

下
西
一)

林
田
正
充
、
今
井
昌
文

(

下
西
二)

鏡

克
弘

(

馬
越
町)

宮
田
信
弘

ご
意
見
や
提
案
は
代
議
員
へ
伝
え
ま
し
ょ
う

「
日
奈
久
校
区
民
全
員
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、

日
奈
久
住
民
自
治
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
総
会
は
一
般
公
開
で
す
。
だ
れ
で

も
会
議
の
内
容
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
意
見
や
質
問
、
提
案
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
各
町
内
の
代
議

員
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
奈
久
住
民
自
治
会
定
期
総
会

◇
日
時

平
成
29
年
５
月
13
日(

土)

午
後
４
時
～

◇
場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◇
主
な
議
題

・
平
成
28
年
度
事
業
実
績
及
び
決
算

・
役
員
選
出

・
平
成
29
年
度
事
業
計
画(

案)

及
び
予
算(

案)

・
規
約
改
正

・
そ
の
他

※
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
奈
久
住
民
自
治
会
は
「
日
奈
久
の

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
お
互
い
に
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
活
動
な
ど

が
活
発
に
な
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
り
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る｣

こ
と
を
目
的
に
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

総
会
で
は
こ
の
目
的
の
実
現
の
た

め
の
事
業
、
会
計
お
よ
び
役
員
の
選

出
を
中
心
に
協
議
さ
れ
ま
す
。
総
会

の
決
議
は
、
各
町
内
か
ら
選
出
さ
れ

た
代
議
員
及
び
委
員
会
・
部
会
役
員

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
傍
聴
の
場
合
は
、
発
言
や
議
決

の
挙
手
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

各
町
内
の
代
議
員(

敬
称
略)

(

大
坪
町)

久
保
和
孝
、
橋
本
正
行
、

河
野

晃

(

新
田
町)

村
上
真
治
、
坂
口
祐
弘

(

山
下
町)

西
村
一
夫
、
浅
川
美
孝

(

竹
之
内
町)

山
本

巌
、
中
村
喜
一

(

塩
北
町)

白
濱
ア
ケ
ミ
、
桑
原
秀
文

(

新
開
町)

山
本
一
樹

(

塩
南
町)

吉
永
照
義
、
木
村
哲
也
、

濱
本

満

津
森
小
遭
難
の
碑
公
園

除
草
作
業
に
ご
協
力
を

◆
日
時

５
月
20
日(

土)

雨
天
順
延

午
前
６
時
30
分
～
８
時
頃
◆

草
取
り
用
具
、
軍
手
な
ど
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
刈
り
払
い
機
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
５
月
25
日(

木)

に
益
城
町

民
生
児
童
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
訪
問
さ

れ
る
の
で
、
気
持
ち
よ
く
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
奈
久
住
民
自
治
会(

生
活
環
境
部
会)

運
営
委
員
会
は
４
月
17
日(

月)

に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
記
事
と
し
て
紹
介
し
て
い
な

い
主
な
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
事
務
局
か
ら

①
八
代
市
土
木
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

西
回
り
高
速
道
の
側
道
橋
の
復
旧
修
繕

工
事
に
よ
る
全
面
通
行
止
め
に
つ
い
て

◆
区
間

左
図

歩
道
橋
も
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
全
面
通
行
止
め
期
間

６
月
５
日
～
７
月
15
日

熊
本
地
震
に
よ
る
沈
下
等
の
災
害
復

旧
工
事
で
す
。

②
益
城
町
津
森
小
海
難
慰
霊
塔
の
再
建
支

援
寄
付
に
つ
い
て

熊
本
地
震
に
よ
り
倒
壊
し
ま
し
た
が
、

日
奈
久
の
津
森
小
遭
難
の
碑
基
金
か
ら
20

万
円
お
よ
び
募
金
１
０
６
，
６
４
８
円
を

寄
付
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

明治16年創業

岩崎水産加工(株)

農
林
大
臣
賞
受
賞

厚
生
大
臣
賞
受
賞

賜
献
上
之
光
栄

元 祖

八代市日奈久中町288 TEL38ｰ0715 FAX38ｰ0717

地方発送いたします

婦
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
奈
久
校
区
婦
人
会
総
会

◆
日
時

５
月
９
日(

火)

10:

00
～

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
講
話

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

食
と
運
動

」

講
師

市
健
康
推
進
課
保
健
師

稲
本
京
子
、
橋
本
咲
氏

献
血
と
日
赤
募
金

献
血

◆
日
時

５
月
10
日(

水)

◆
会
場

マ
ル
シ
ョ
ク
前

日
赤
の
献
血
と
募
金
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
日
時

５
月
13
日(

土)

◆
場
所

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前

２
０
０
人
ほ
ど
が
日
奈
久
を
通
過
し
ま

す
。
皆
様
も
参
加
者
に
会
わ
れ
た
ら
ご
声

援
く
だ
さ
い
。

ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
の
接
待

婦
人
会
研
修
旅
行

◆
期
日

５
月
30
日(

火)
◆
世
界
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
「
日
田
祇
園

山
鉾
」
を
訪
ね
ま
す
。
日
田
の
新
緑
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

ゴ
キ
ブ
リ
団
子
の
販
売

５
月
上
旬
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
販
売
し
ま
す
。
１
袋
１
０
０
円
で
す
。

工事箇所を除く全面通行止区間は、地元車両は通行できま

第
４
回

い
き
い
き
サ
ロ
ン

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
支
え
あ
い

３
月
27
日(

月)

、
日
奈
久
ゆ
め
倉

庫
で
45
名
が
参
加
。
日
奈
久
校
区
福

祉
推
進
協
議
会
鏡
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
現
状
と
運

営
が
日
奈
久
も
含
め
映
像
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
よ
り
皆
さ
ん
に
楽
し
く

活
用
し
て
頂
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ド
ー

ナ

ツ

し

り
と
り･

ス

カ

ッ

ト

ボ

ー

ル

・

タ

オ

ル

で

ほ

い

）

に
挑
戦
！

会

場

は

賑

や

か

な
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ぁ
春
で
す
！

ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
、
ご
一
緒
に

ワ
イ
ワ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
奈
久
校
区
福
祉
推
進
協
議
会

衣替えの季節です。衣類・毛布などを洗いませんか！
洗濯機のご利用価格(洗剤・ソフター含む)

８kg ⇒ ５００円
１７kg ⇒ ７００円
２２kg ⇒ ９００円

【当店の洗濯機は、ドラム洗浄機能付(２分間無料）】
｢前の人が何を洗ったのか｣を気にする必要がありません。
洗濯機の電解水パワーで「衛生・清潔」に除菌します。

※ 毛布のお忘れ物をお預かりしております

２４時間営業
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２

２
月
の
あ
る
朝
、
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
日
奈
久

馬
越
町
イ
ボ
取
り
地
蔵
、
阿
蘇
神
社
、
馬

頭
地
蔵
」
の
映
像
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
も
妻
も
ビ
ッ
ク
リ･･

･

。
「
世
界
中
に

発
信
し
て
い
ま
す
よ
。
す
ご
い
で
す
ね
。
」

町
内
の
歴
史
が
世
界
へ
発
信
と
聞
い
て
ま

た
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
日
奈
久
観
光
見
学
コ
ー
ス
と

な
り
、
参
拝
者
も
増
し
て
き
ま
し
た
。
お

世
話
役
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

そ
の
日
は
、
見
学
コ
ー
ス
の
案
内
表
示
の

作
業
を
浪
花
市
政
協
力
員
が
さ
れ
ま
し
た
。

歴
史
の
由
来
文
は
熊
本
高
専
（
八
代
）
の

佐
藤
先
生
と
町
内
の
橋
本
信
子
さ
ん
等
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ボ
取
り
地
蔵
は
文
政
３
年
（
１
８
２

０
）
建
立
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
見
か
ら
来
た
と
い
う
参
拝
者
は
「
膝

が
痛
か
け
ん
参
り
に
来
た
と
タ
イ
。
そ
し

た
ら
治
っ
た
と
タ
イ
。
」
こ
れ
も
ま
た
ビ
ッ

ク
リ
で
し
た
。

読
者
の
広
場

イ
ボ
取
り
地
蔵

世
界
へ
発
信

馬
越
町

西
村
謙
剛
さ
ん

入
学
お
め
で
と
う

４
月
11
日

日
奈
久
小
・
中
学
校
で
入
学
式

日
奈
久
小
学
校
の
入
学
式
は
午
前

10
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の

新
入
学
児
童
は
男
子
７
名
、
女
子
８

名
の
計
15
名
で
す
。

新
１
年
生
は
担
任
の
藤
本
先
生
と

永
松
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
、
緊
張
し

た
表
情
で
入
場
し
ま
し
た
。

寺

田

佐

誉

子

校
長

先

生

は

、

「
『
お
は
よ
う
、
こ
ん
に
ち
は
、
あ

り
が
と
う
』
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
ょ
う
。
命
を
大
切
に
安

全
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。｣

と
語
り
か

け
る
よ
う
に
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

新
２
年
生
は
歓
迎
の
出
し
物
。
毎

月
の
楽
し
み
を
一
人
ひ
と
り
が
絵
に

描
い
て
、
元
気
よ
く
か
わ
い
ら
し
く

発
表
し
ま
し
た
。

日
奈
久
中
の
入
学
式
も
同
日
午
前

11
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生

は
男
子
16
名
、
女
子
５
名
の
計
21
名
。

荒
牧
和
子
校
長
先
生
は
「
中
学
校

入
学
を
機
に
自
分
を
見
直
し
、
味
わ

い
の
あ
る
自
分
の
色
に
美
し
く
染
め

上
げ
よ
う
。
」
と
自
分
探
し
の
挑
戦

を
励
ま
す
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
の
有
働
一
靖
さ
ん
は

「
不
安
の
中
に
も
期
待
が
膨
ら
ん
で

い
ま
す
。
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
み
ん

な
で
支
え
合
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き

ま
す
。｣

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

賑わう湯の町

麦島 勝 写真の世界⑧
市立博物館収蔵写真から

「日奈久駅50周年」 昭和52年撮影

昭和2年(1927)、八代駅～川内駅～鹿児島駅間

が全線開通し、鹿児島本線となった。日奈久

駅ができてから、日奈久温泉が全国に知られ

る様になり、温泉客で賑わい、行商のおばちゃ

んが街へ繰り出し、朝水揚げされた魚や名物

の竹輪などを竹かごいっぱいに詰め込んで、

天秤棒に2つ担いでやって来る。働く婦人や客

馬車の賑わいが時代を牽引した。その後、平

成16年(2004)3月、肥薩おれんじ鉄道へ受け継

がれた。 （麦島 勝さん）

明
治
29
年
に
八
代
ま

で
九
州
鉄
道
が
開
通
。

待
望
の
八
代
、
日
奈
久

間
は
国
鉄
が
大
正
12
年

(

１
９
２
３)

８
月
に
開

通
、
住
民
念
願
の
日
奈

久
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

94
年
前
の
こ
と
で
す
。

乗
客
数
は
、
大
正
14

年
が
１
日
平
均
４
５
０

人
、
昭
和
30
年
は
１
０

５
６
人
で
し
た
。

母の日は カーネーションざんまい!!
し
あ
わ
せ
！
満
喫

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂

楽
し
さ
！
い
っ
ぱ
い
！

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
祭
り

消
防
25
分
団
に
新
ポ
ン
プ
車

むかえ町薬局

八代市迎町1丁目１６－７
大平小児科前

TEL 0965-31-6466
FAX 0965-31-6467

５
月
13
日(

土)

と
14
日
（
日
）

は
日
奈
久
温
泉
旅
館
６
館
の
女
湯

で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂
が
行
わ

れ
ま
す
。
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ

い
湯
は
14
日
の
み
２
階
女
湯
の
露

天
風
呂
で
行
わ
れ
ま
す
。

14
日
は
12:

00
か
ら
日
奈
久
ゆ

め
倉
庫
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
祭
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
雅
太
鼓
、
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
ラ
イ
ブ
、

平
成
音
楽
大
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
な
ど
豪
華
な
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
く
ま
モ
ン
も
や
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。

女
将
カ
フ
ェ
は
コ
ー
ヒ
ー
付
き

で
５
０
０
円
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
日
奈
久
観
光
案
内
所
へ

電
話

38-

０
２
６
７

進
む
日
奈
久
の
復
興

熊
本
地
震
か
ら
１
年

山
頭
火
ゆ
か
り
の
織
屋
に
は
、
市
の
募

金
活
動
に
よ
っ
て
全
国
４
４
４
名
の
方
か

ら
８
百
万
円
を
超
え
る
寄
付
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
も
と
に
修
復
工
事
が

進
め
ら
れ
、
先
日
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

市
は
寄
付
者
の
芳
名
板
を
掲
示
し
ま
す
。

隣
接
す
る
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
公
費
で
解

体
、
撤
去
さ
れ
更
地
に
な
り
ま
し
た
。
国

立
高
専
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
案
を
も
と
に
、
解
体
さ
れ
た
レ

ン
ガ
を
再
利
用
し
て
、
小
さ
な
公
園
に
再

市の計画で復旧工事が進んだ織屋。
手前の空き地はレンガ倉庫の跡地

生
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
５

月
７
日(

日)

午
後
、
新
港
の
漁
業
組
合
前

の
広
場
で
、
レ
ン
ガ
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
剥
が
す
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

松
本
啓
佑
温
泉
旅
館
組
合
長
の
話
で
は
、

旅
館
等
で
は
修
復
完
了
、
現
在
工
事
中
、

こ
れ
か
ら
な
ど
様
々
で
、
観
光
客
や
宿
泊

客
は
戻
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
ま
だ
ま
だ
鈍

い
そ
う
で
す
。
今
後
、
客
足
が
伸
び
る
よ

う
、
「
丑
の
湯
祭
り
」
や
「
九
月
は
日
奈

久
で
山
頭
火
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
協
力

し
な
が
ら
、
魅
力
的
な
取
り
組
み
を
企
画

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

真新しいポンプ車を背に、頼もしい25分団員

日
奈
久
温
泉
復
興
ｉ
ｎ
ｇ

尺
八
が
ギ
タ
ー
で
う
た
う

４
月
16
日(

日)

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
お
披
露
目

と
安
全
祈
願
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
操
作
性
が

よ
く
な
り
、
迅
速
な
消
火
活
動
が
で
き
る
と
期
待

さ
れ
ま
す
。
「
火
災
予
防
に
活
躍
し
て
、
消
火
の

出
番
が
な
い
の
が
一
番
」
と
廣
瀬
徹
也
分
団
長
。

◆日 時 ５月27日(土) 19:00開演（16:30開場）

◆会 場 日奈久ゆめ倉庫

◆入場料 前売り：2000円 当日：2500円

◆出 演 尺八：田嶋直士 ギター:山口修

ソプラノ：山口純子

主催：割り勘コンサート実行委員会

定
期
異
動

【
転

出
】
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

日
奈
久
公
民
館
主
事

大
原

光
さ
ん

４
年
前
に
着
任

し
て
以
来
、
何
も

分
か
ら
な
か
っ
た

私
を
い
つ
も
寛
大

な
心
で
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
日
奈
久
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
松
高
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
異
動
し
ま
す
。

【
転

入
】
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
奈
久
小
学
校
校
長

寺
田
佐
誉
子
さ
ん

笑
顔
・
や
る
気

・
元
気
を
合
い
言

葉
に
、
ふ
る
さ
と

日
奈
久
が
大
好
き

な
子
供
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

肥
後
銀
行
日
奈
久
支
店
長

隈
部
裕
寿
さ
ん

明
る
く
、
仲
良

く
、
元
気
よ
い
行

員
の
笑
顔
を
お
届

け
す
る
と
と
も
に
、

少
し
で
も
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
日
奈
久
の

活
性
化
の
た
め
に
努
め
ま
す
。

日
奈
久
出
張
所
嘱
託

豊
田
侑
香
さ
ん

非
常
勤
と
し
て
勤

務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
一
日

で
も
早
く
日
奈
久

の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。


